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(57)【要約】
【課題】メモ等をディスプレイに直接触れることなく入
力でき、しかも、通常の筆記用具を使用して、メモ等の
筆跡を用紙上に残しながら、そのメモ等の軌跡を電子デ
ータとして同時に入力することも可能な電子書籍装置を
提供する。
【解決手段】電子書籍装置は、ディスプレイＤを有する
電子書籍端末Ｅと、矩形状のフレーム１に取り付けられ
た少なくとも一組の発光素子と受光素子を備え、上記フ
レーム１内に位置する入力体に関連して生じる、上記発
光素子から受光素子に到達する光の遮断を検知すること
により、この入力体のフレーム１内における位置情報を
出力する光学式入力手段Ｓと、から構成され、この光学
式入力手段Ｓの枠内から露呈したタッチエリアＴに、メ
モ等を書き込むと、その移動軌跡が、上記ディスプレイ
Ｄに表示された電子書籍の情報に重ねて表示される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイを備えた電子書籍端末と、下記（Ａ）の枠状の入力手段とを備え、上記入
力手段の枠内で入力体を移動させることにより、この入力体の移動軌跡を、上記ディスプ
レイに表示された電子書籍の情報に重ねて表示することを特徴とする電子書籍装置。
（Ａ）矩形状のフレームと、これに取り付けられた少なくとも一組の発光素子と受光素子
とから構成され、上記フレーム内に位置する入力体に関連して生じる、上記発光素子から
受光素子に到達する光の遮断を検知することにより、この入力体のフレーム内における位
置情報を出力する光学式入力手段。
【請求項２】
　上記（Ａ）の枠状入力手段のフレームに、その枠状において互いに対向する一方の部分
に複数の発光素子が並んで配置され、他方の部分に複数の受光素子が並んで配置され、各
発光素子および受光素子が上記フレームの内側に向かって位置決めされ、上記発光素子か
ら受光素子に向かって出射された光が、上記フレーム内に、縦横に交差する光の格子を形
成するようになっている、請求項１記載の電子書籍装置。
【請求項３】
　上記（Ａ）の枠状入力手段のフレームの四つの角部のうち、一つの辺の両側の角部に、
上記発光素子と複数の受光素子からなる受光素子アレイとを上下に重ねたモジュールがそ
れぞれ配置され、これらモジュールの間の上記一つの辺を除く三つの辺の内側面に、テー
プ状の再帰性光反射体が配設され、一方のモジュールの発光素子から出射された光が、上
記再帰性光反射体により反射されて、この一方のモジュールの受光素子アレイに再帰入射
するようになっている、請求項１記載の電子書籍装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学的な入力手段を備える電子書籍装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、書籍の文字や写真等の情報が電子化されて提供されるようになってきており、そ
の電子化情報を表示するものとして電子書籍端末が普及してきている。その電子書籍端末
のなかには、上記書籍の文字等を表示するだけでなく、メモ等を入力することができるよ
う、上記書籍の文字等を表示するディスプレイがタッチセンサ付きのもの（タッチパネル
）になっているものがある（例えば、特許文献１を参照）。すなわち、このものは、上記
書籍の文字等が表示されているディスプレイ（タッチパネル）に、指先や専用のペン等を
接触させ、その指先等を動かすことにより、その指先等の移動軌跡がメモや付箋等として
、上記ディスプレイに出力されるようになっている。
【０００３】
　上記のような電子書籍端末のディスプレイ（タッチパネル）は、機器を操作する人の指
や専用のペン等の触れた位置を、二次元（ｘ－ｙ方向）で検出する触れ位置検出手段を備
えており、上記電子書籍端末を操作するとともに、上記ディスプレイ上に、電子書籍の情
報（表示）と連携して、入力したメモや付箋等を表示できるようになっている。この触れ
位置検出手段（タッチセンサ）としては、通常、価格や性能，耐久性等の観点から、抵抗
膜方式や静電容量方式，電磁誘導方式等を採用したものが多く用いられている。これらの
方式のタッチパネルは、そのパネルの表面近傍に、多数の電気的な接点がマトリックス状
に形成された構造を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１４７８７１号公報
【発明の概要】



(3) JP 2012-203577 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記電子書籍端末では、指先やペン等の先端が、操作や入力を行う際に
ディスプレイの表面に直接接触するため、たとえディスプレイに防傷処理等が施されてい
たとしても、使用頻度が多くなるにつれて傷が発生し、その傷により、ディスプレイに表
示される文字等の視認性が低下するという問題がある。しかも、入力した上記メモや付箋
等は、上記電子書籍端末にデジタルデータ（電子データ）として保存（記憶）することが
できるが、コンピュータ，電子情報機器等の操作に不慣れな人や、高齢者等を中心に、筆
跡や文字等がディスプレイ等に仮想表示されるより、紙等の媒体上に直接筆跡が残る形で
メモや付箋等を残したい、という要望が依然として根強い。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、メモ等をディスプレイに直接触れる
ことなく入力でき、しかも、通常の筆記用具を使用して、メモ等の筆跡を用紙上に残しな
がら、そのメモ等の軌跡を電子データとして同時に入力することも可能な電子書籍装置の
提供をその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子書籍装置は、ディスプレイを備えた電子書籍
端末と、下記（Ａ）の枠状の入力手段とを備え、上記入力手段の枠内で入力体を移動させ
ることにより、この入力体の移動軌跡を、上記ディスプレイに表示された電子書籍の情報
に重ねて表示するという構成をとる。
（Ａ）矩形状のフレームと、これに取り付けられた少なくとも一組の発光素子と受光素子
とから構成され、上記フレーム内に位置する入力体に関連して生じる、上記発光素子から
受光素子に到達する光の遮断を検知することにより、この入力体のフレーム内における位
置情報を出力する光学式入力手段。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の電子書籍装置は、入力体の軌跡（触れ位置）の検知手段として、上記（Ａ）の
枠状の光学式入力手段を備えている。そのため、入力に専用のペンは不要であり、メモ等
の入力に用いる入力体として、人の指や、通常の筆記に用いるペン等の細長い物を用いる
ことができる。また、その入力は、ディスプレイとは別体として構成された上記（Ａ）の
入力手段の枠内で、上記入力体を移動させて行うことから、入力の際に、この入力体は上
記電子書籍端末のディスプレイに直接接触することがない。そのため、本発明の電子書籍
装置は、メモ等の入力時に、上記ディスプレイに傷をつけることがない。しかも、触れ位
置の検出面に、電気的な（物理的な）接点がなく、耐久性に優れるうえ、埃や汚れ等の影
響も受けにくい。
【０００９】
　また、上記光学式入力手段が枠状であるため、その枠の下あるいは枠内に紙（用紙）を
載置すれば、この枠内で、筆記用具等を使用して、上記用紙上にメモ等を直接書き込むこ
とができる。しかも、上記用紙に書き込んだメモ等は、情報を記録した紙媒体として保存
可能なことは勿論、上記光学式入力手段の入力体の軌跡（触れ位置）の検知手段により、
自動的に電子データに変換されて、上記電子書籍のディスプレイ上に、電子書籍の情報に
重ねて表示されるとともに、入力手段あるいは電子書籍の記憶手段等に保存（記憶）され
る。
【００１０】
　これにより、本発明の電子書籍装置は、電子化することに特別な配慮を払うことなく、
メモや付箋等を、通常の筆記用具で枠内に載置した用紙に直接書き込むだけで、その筆記
用具の移動軌跡が自動的に電子化される。また、上記電子化された情報は、入力手段ある
いは電子書籍の記憶手段等から容易に引き出す（再生する）ことができ、他者との共有化
や、知識や記録等の保管も簡単に行うことができて、便利である。
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【００１１】
　また、本発明の電子書籍装置のなかでも、上記（Ａ）の枠状入力手段のフレームに、そ
の枠状において互いに対向する一方の部分に複数の発光素子が並んで配置され、他方の部
分に複数の受光素子が並んで配置され、各発光素子および受光素子が上記フレームの内側
に向かって位置決めされ、上記発光素子から受光素子に向かって出射された光が、上記フ
レーム内に、縦横に交差する光の格子を形成するようになっているものは、これら発光素
子（光源）として発光ダイオード（ＬＥＤ）等を使用し、受光素子としてフォトダイオー
ド（ＰＤ）を用いる等、汎用的な部品を使用することができる。したがって、上記光学式
入力手段を安価に構成できる点で有利である。また、耐衝撃に優れ、耐久性があるという
メリットがある。
【００１２】
　そして、本発明の電子書籍装置において、上記（Ａ）の枠状入力手段のフレームの四つ
の角部のうち、一つの辺の両側の角部に、上記発光素子と複数の受光素子からなる受光素
子アレイとを上下に重ねたモジュールがそれぞれ配置され、これらモジュールの間の上記
一つの辺を除く三つの辺の内側面に、テープ状の再帰性光反射体が配設され、一方のモジ
ュールの発光素子から出射された光が、上記再帰性光反射体により反射されて、この一方
のモジュールの受光素子アレイに再帰入射するようになっているものは、少ない部品点数
で、三角測量により、上記筆記用具の先端の位置を特定できる。また、この電子書籍装置
も、汎用的な部品を用いて、安価に構成することができるという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態における電子書籍装置の全体構成を説明する図である。
【図２】第１実施形態の電子書籍装置の光学式入力手段の概略構成を説明する平面図であ
る。
【図３】（ａ）は第２実施形態の電子書籍装置の光学式入力手段の概略構成を説明する平
面図であり、（ｂ）はそのＺ部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　つぎに、本発明の実施の形態を、図面にもとづいて詳しく説明する。ただし、本発明は
、この実施の形態に限定されるものではない。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態における電子書籍装置の全体構成を説明する図である。
　この電子書籍装置は、見開き型のブックカバーＢの左側内面ＢLに、ディスプレイＤを
有する電子書籍端末Ｅが配置され、上記見開きの右側内面ＢRに、四角枠状のフレーム１
を有する光学式入力手段Ｓが配置されており、この光学式入力手段Ｓの枠内で、指や筆記
用具等、入力に用いる物体（入力体）を移動させることにより、この入力体の移動軌跡を
、上記ディスプレイＤに表示された電子書籍の情報に重ねて表示することができるように
なっている。また、上記光学式入力手段Ｓは、図１に示すように、四角枠状（矩形状）の
フレーム１と、これに取り付けられた少なくとも一組の発光素子と受光素子（図示省略）
とから構成され、このフレーム１内の入力体により生じる、上記発光素子から受光素子に
到達する光の遮断（遮光）を検知することにより、入力体のフレーム１内における位置情
報を出力するようになっている。このように、電子書籍端末Ｅに、光学的な手法で入力情
報を検知する光学式入力手段Ｓを設けたことが、本発明の電子書籍装置の特徴である。
【００１６】
　上記光学式入力手段Ｓは、上記ブックカバーＢの見開き面に対して着脱自在に取り付け
られており、その枠（フレーム１）内には、通常、指等を滑りやすくするとともに傷付き
を防止するフィルム等が貼り付けられ、指等の触れ位置を検出するためのタッチエリアＴ
が形成されている。なお、上記光学式入力手段Ｓは、入力体のフレーム１内における位置
情報（移動軌跡）を記憶するための記憶手段Ｍを備えている。
【００１７】
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　また、上記光学式入力手段Ｓは、上記ブックカバーＢに対して着脱自在であるため、こ
の光学式入力手段ＳとブックカバーＢ（右側内面ＢR）との間に、筆記用の用紙（通常の
筆記用具で書くことのできる紙）を挟んで固定したり、用紙を新しいものに交換したり、
といった作業が簡単に行えるようになっている。これにより、筆記用具を用いて、上記枠
状の光学式入力手段Ｓ内に固定あるいは載置した用紙に、直接、メモ等を書き込むことが
できる。そして、用紙を新しいものに交換しても、上記記憶手段Ｍに記憶した内容（移動
軌跡）を、上記電子書籍端末ＥのディスプレイＤに再度表示（再生）したり、パーソナル
コンピュータ等を利用して、外部の情報機器に引き出したりすることもできる。
【００１８】
　なお、上記光学式入力手段Ｓには、電子書籍端末Ｅと接続するための通信（電源）ケー
ブル（ない場合もある）や、これを駆動するためのバッテリ、上記発光素子および受光素
子のドライバ等の制御手段、パーソナルコンピュータ等の情報機器と通信するための通信
手段（有線または無線）が、他の辺より幅広の太枠部１ｃ等に内蔵されている（図示は省
略）。
【００１９】
　つぎに、上記電子書籍装置を構成する電子書籍端末ＥおよびブックカバーＢについて説
明する。上記ブックカバーＢは、図１のように、略長方形で、かつ、そのほぼ中央で二つ
に折りたたむことのできる、見開き型となっており、その中央より左側内面ＢLが、上記
電子書籍端末Ｅを固定する部位に、その中央より右側内面ＢRが、上記光学式入力手段Ｓ
を着脱自在に固定する部位になっている。なお、電子書籍端末Ｅの本体は、左側内面ＢL

の内部に組み込まれており、その表面の大きな開口から、電子書籍端末Ｅの表示部（ディ
スプレイＤ）のみが露出するようになっている。
【００２０】
　上記電子書籍端末Ｅは、電子化された書籍や写真等の情報を、ディスプレイＤに表示す
るとともに、上記光学式入力手段Ｓからの情報（メモや付箋等の情報）をディスプレイＤ
に表示する。これにより、上記ディスプレイＤには、上記書籍の文字等の情報に、上記光
学式入力手段Ｓで入力したメモ等の情報が重ね合わさった状態で表示される。また、電子
書籍端末Ｅには、光学式入力手段Ｓで入力したメモ等を、その入力した位置に対応するデ
ィスプレイＤの位置に表示させるために、光学式入力手段Ｓが検知した入力体の触れ位置
（座標情報）を、ディスプレイＤの画面上の座標に変換し表示するソフトウェア（プログ
ラム）が組み込まれている。なお、上記書籍の文字等の情報は、通常、上記電子書籍端末
Ｅ内のメモリや、ハードディスク，メモリカード等の情報記憶媒体に予め記憶させておき
、その情報記憶媒体から出力される。また、上記ディスプレイＤに表示された、上記書籍
の文字等の情報と、上記光学式入力手段Ｓで入力したメモ等の情報とを、重ね合わせた状
態で、上記情報記憶媒体に記憶することもできる。
【００２１】
　上記電子書籍端末ＥのディスプレイＤとしては、例えば、液晶パネル，有機ＥＬパネル
，電子ペーパ等が用いられる。また、そのディスプレイＤは、タッチパネルであってもよ
いし、そうでなくてもよい。
【００２２】
　上記のような電子書籍装置は、入力体の軌跡（触れ位置）の検知手段として、電子書籍
端末Ｅ（ディスプレイＤ）とは別体として構成された枠状の光学式入力手段Ｓを備えてい
る。そのため、その入力は、上記光学式入力手段Ｓの枠内（フレーム１内）で上記入力体
を移動させて行うことから、入力の際に、この入力体は上記電子書籍端末Ｅのディスプレ
イＤに直接接触することがない。そのため、この実施の形態の電子書籍装置は、メモ等の
入力時に、上記ディスプレイＤに傷をつけることがない。しかも、触れ位置の検出面（タ
ッチエリアＴ）に、電気的な接点がなく、耐久性に優れるうえ、埃や汚れ等の影響も受け
にくいという利点がある。
【００２３】
　つぎに、上記電子書籍装置の光学式入力手段の具体的な例として、光学式入力手段（Ｓ
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１）のフレーム１内に、発光素子（光源）として多数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を並べ
て配置し、受光素子として多数のフォトダイオード（ＰＤ）を並べて配置することにより
、この光学式入力手段Ｓ１の枠内（タッチエリアＴ）に、縦横に直交する光の格子を形成
する、第１実施形態の電子書籍装置について説明する。なお、ブックカバーＢおよびその
左側内面ＢLに配設されるディスプレイＤ付き電子書籍端末Ｅは、図１に記載の実施の形
態と同様であるため、その図示と説明を省略する。
【００２４】
　図２は、第１実施形態における電子書籍装置の光学式入力手段（Ｓ１）の概略構成を説
明する平面図である。なお、この図においては、説明を容易にするために、フレーム１の
短辺Ｘ１，Ｘ２方向を横方向（ｘ方向）とし、フレーム１の長辺Ｙ１，Ｙ２方向を縦方向
（ｙ方向）とするとともに、フレーム１内側の格子状の光（不可視の赤外光）を二点鎖線
で表示している。また、ＬＥＤ，ＰＤの個数と格子状の光の本数は数を省略し、このフレ
ーム１内の電気配線等を点線で表示するとともに、光学式入力手段Ｓ１を駆動するための
バッテリや、パーソナルコンピュータ等の情報機器と通信するための通信手段（ケーブル
または無線アンテナ）等は、図示を省略している（後記の図３も同様）。
【００２５】
　この第１実施形態における電子書籍装置の光学式入力手段Ｓ１は、図２のように、枠状
のフレーム１内側の四角状の領域（タッチエリアＴ）における指等の先端位置（ｘ－ｙ座
標）を検出する触れ位置検出手段と、この触れ位置検出手段により得られた指等の先端位
置の移動軌跡情報（ｘ－ｙ位置の変化）を記憶するとともに、発光素子および受光素子の
制御手段を兼用する記憶手段ＭＣ（内蔵）と、を備える。
【００２６】
　上記光学式入力手段Ｓ１は、そのフレーム１部分（内部）に、上記触れ位置検出手段の
発光部として、フレーム１内に並べて配置された多数のＬＥＤ２，２，・・・からなる光
源が設けられており、上記各ＬＥＤ２が配置されたフレーム１の部位（辺Ｘ１，Ｙ１）に
対向するフレーム１部分（辺Ｘ２，Ｙ２）には、これら各ＬＥＤ２に対応する多数のＰＤ
３，３，・・・からなる受光部が形成され、これら各ＬＥＤ２とＰＤ３とは、上記枠状の
フレーム１の内縁に沿って、その先端が内側に向くように並べて位置決めされている。そ
して、各ＬＥＤ２およびＰＤ３のコントローラ（制御手段）を兼用する記憶手段ＭＣの制
御により、上記各ＬＥＤ２を一斉に、あるいは、走査方向に順次発光させることによって
、フレーム１内の四角状の検知領域に、縦横に直交する光の格子（二点鎖線）が形成され
る。
【００２７】
　なお、上記発光素子（光源）として使用するＬＥＤ２としては、近赤外（波長：７００
～２５００ｎｍ）の光を発光するタイプの赤外ＬＥＤ（赤外発光ダイオード）が好ましい
。また、受光素子としては、上記フォトダイオード（ＰＤ）の他、多数の受光素子がバー
状あるいはアレイ状に一列に並ぶリニアセンサアレイや、イメージセンサ等を用いてもよ
い。
【００２８】
　上記第１実施形態における光学式入力手段Ｓ１を用いた指等の触れ位置の検出は、以下
のような手順で行われる。すなわち、まず、校正（キャリブレーション）として、上記発
光部のＬＥＤ２を一つずつ（端から）順次発光させながら、このＬＥＤ２に対応（対向）
するＰＤ３に到達する光（格子光）の強度を、発光時と未発光時で測定し、各ＰＤ３ごと
に、遮光による物体の検知・非検知のしきい値を決定して、上記コントローラを兼用する
記憶手段ＭＣに記憶する。
【００２９】
　つぎに、上記コントローラを兼用する記憶手段ＭＣにより、上記各ＬＥＤ２を順次発光
させ、光学式入力手段Ｓ１の検知領域内を走査（スキャン）した状態で、この光学式入力
手段Ｓ１の枠内から露呈したタッチエリアＴの部分に、指等の入力体の先端を降ろすと、
図２のように、上記枠内を通る格子状の光の一部が入力体の先端により遮断され、その遮
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断部分が上記触れ位置検出手段の該当ＰＤ３により検知される。そして、この光の遮断に
より、上記枠内における入力体の座標位置（ｘ－ｙ軸、図２中の「触れ位置」を参照）が
特定され、その座標が前記電子書籍端末Ｅに出力（あるいはディスプレイＤに表示）され
るとともに、上記記憶手段ＭＣに記憶される。
【００３０】
　また、上記入力体を移動させてメモや付箋等を書き込むと、その移動に伴う上記入力体
の先端の軌跡（メモ等の書き込み情報）が検出され、その軌跡がデジタルデータ（電子デ
ータ）として上記電子書籍端末Ｅに出力され、上記記憶手段ＭＣにも記憶される。
【００３１】
　さらに、入力体としてペン等の筆記用具を用いる場合は、まず、上記光学式入力手段Ｓ
１の下側（紙面裏側）あるいはフレーム１の枠内に、筆記用の用紙を載置して固定する。
ついで、検知領域内を走査（スキャン）した状態で、この枠内から露呈したタッチエリア
Ｔの部分に、ペン等の筆記用具の先端を降ろすと、上記枠内を通る格子状の光の一部が筆
記用具の先端により遮断され、この遮断部分が上記触れ位置検出手段の該当ＰＤ３により
検知される。そして、上記書き込みと同時に、先端の軌跡（メモ等の書き込み情報）が検
出され、その軌跡がデジタルデータ（電子データ）として上記電子書籍端末Ｅに出力され
、上記記憶手段ＭＣにも記憶される。
【００３２】
　上記のような光学式入力手段Ｓ１を備える第１実施形態の電子書籍装置によれば、メモ
等の入力を、上記光学式入力手段Ｓの枠内（タッチエリアＴ）で行うことから、その入力
の際に、上記電子書籍端末ＥのディスプレイＤに傷をつけることがない。しかも、上記タ
ッチエリアＴには電気的な接点がなく、耐久性に優れるうえ、埃や汚れ等の影響も受けに
くいという利点がある。
【００３３】
　さらに、上記第１実施形態の光学式入力手段Ｓ１は、発光素子（光源）として発光ダイ
オード（ＬＥＤ）等を使用し、受光素子としてフォトダイオード（ＰＤ）を用いる等、汎
用的な部品を使用することができるため、この光学式入力手段Ｓ１および電子書籍装置全
体を安価に構成することができる点で有利である。
【００３４】
　つぎに、光学式入力手段（Ｓ２）のフレーム１の二つの角部に、発光素子と受光素子ア
レイとからなるモジュール（Ｃ１，Ｃ２）をそれぞれ配置し、これら二つのモジュールを
用いて、枠内の入力体の先端位置を三角測量法により特定する、第２実施形態の電子書籍
装置について説明する。なお、上記第１実施形態と同様、ブックカバーＢおよびディスプ
レイＤ付き電子書籍端末Ｅの図示と説明を省略する。
【００３５】
　図３（ａ）は、第２実施形態における電子書籍装置の光学式入力手段（Ｓ２）の概略構
成を説明する平面図であり、図３（ｂ）は、そのＺ部拡大図である。なお、これらの図に
おいても、フレーム１の短辺Ｘ１，Ｘ２方向を横方向（ｘ方向）とし、フレーム１の長辺
Ｙ１，Ｙ２方向を縦方向（ｙ方向）とするとともに、フレーム１下部の太枠部１ｃ内に配
置されるバッテリや通信手段等の図示を省略している。
【００３６】
　この第２実施形態における電子書籍装置の光学式入力手段Ｓ２も、枠状のフレーム１内
側の四角状の領域（タッチエリアＴ）における指等の先端位置（ｘ－ｙ座標）を検出する
触れ位置検出手段と、この触れ位置検出手段により得られた指等の先端位置の移動軌跡情
報（ｘ－ｙ位置の変化）を記憶するとともに、上記モジュールＣ１，Ｃ２の制御手段を兼
用する記憶手段ＭＣ（内蔵）と、を備えている。
【００３７】
　上記第２実施形態の光学式入力手段Ｓ２が、先の第１実施形態の光学式入力手段Ｓ１と
異なる点は、そのフレーム１の四つの角部のうち、一つの辺（本例においてはＸ２）の両
側の角部１ａ，１ｂに、図３（ｂ）のような、発光素子（ＬＥＤ２）と受光素子アレイ（
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イメージセンサ４）とを上下に組み合わせた受発光モジュール（カメラモジュールＣ１，
Ｃ２）がそれぞれ配置され、これらカメラモジュールＣ１，Ｃ２の間の上記一つの辺（Ｘ
２）を除く三つの辺（Ｘ１，Ｙ１，Ｙ２）の内側面に、図３（ａ）のように、テープ状の
再帰性光反射体（再帰反射テープ５）が貼り付けられている点である。なお、記憶手段Ｍ
Ｃは、上記第１実施形態と同様、ＬＥＤ２やイメージセンサ４のコントローラ（制御手段
）を兼用するようになっている。
【００３８】
　この構成により、上記第２実施形態における光学式入力手段Ｓ２は、各カメラモジュー
ルＣ１，Ｃ２の各ＬＥＤ２から出射された光が、上記再帰反射テープ５の反射により、出
射元のカメラモジュールＣ１，Ｃ２に向かって再帰し、その枠内に、図３（ａ）に示すよ
うな、光が各カメラモジュールＣ１，Ｃ２ごとに波紋様に広がる、放射状の光の交差が生
じる。
【００３９】
　なお、上記カメラモジュールＣ１，Ｃ２の発光素子（光源）としては、近赤外（波長：
７００～２５００ｎｍ）の光を発光するタイプの赤外ＬＥＤ（赤外発光ダイオード）が好
ましい。また、受光素子としては、ＣＣＤ，ＣＭＯＳ等のイメージセンサや、多数の受光
素子が一列に並ぶＣＭＯＳリニアセンサアレイ等を用いることができる。
【００４０】
　また、上記フレーム１の三つの辺（Ｘ１，Ｙ１，Ｙ２）の内側面に取り付ける再帰性光
反射体としては、マイクロプリズム式またはガラスビーズ式のどちらでもよい。さらに、
上記例では、取扱いが容易なように、テープ状の成形体を用いているが、その代わりに、
上記三つの辺（Ｘ１，Ｙ１，Ｙ２）の内側面に、光再帰性を有するの塗料等を塗布しても
よい。
【００４１】
　上記第２実施形態の光学式入力手段Ｓ２を用いた指等の触れ位置の検出は、以下のよう
な手順で行われる。すなわち、まず、校正（キャリブレーション）として、上記カメラモ
ジュールＣ１，Ｃ２の各ＬＥＤ２を発光させながら、各カメラモジュールＣ１，Ｃ２の各
イメージセンサ４に再帰する光（再帰光）の強度を、発光時と未発光時で測定し、各カメ
ラモジュールＣ１，Ｃ２ごとに、遮光による物体の検知・非検知のしきい値を決定して、
上記記憶手段ＭＣに記憶する。
【００４２】
　つぎに、上記コントローラを兼用する記憶手段ＭＣにより、上記各ＬＥＤ２を発光させ
た状態で、この光学式入力手段Ｓ２の枠内から露呈したタッチエリアＴの部分に、指等の
入力体の先端を降ろすと、図３（ａ）のように、上記枠内を通る交差状の光の一部が入力
体の先端により遮断され、その遮断部分が上記各カメラモジュールＣ１，Ｃ２の該当受光
素子により検知される。また、検知された遮断（遮光）位置を、演算装置等（図示省略）
を用いて三角測量法により求め、上記枠内における入力体の座標位置〔ｘ－ｙ軸、図３（
ａ）中の「触れ位置」を参照〕を特定し、その座標を記憶手段ＭＣが記憶する。
【００４３】
　また、上記入力体を移動させてメモや付箋等を書き込むと、その移動に伴う上記入力体
の先端の軌跡（メモ等の書き込み情報）が検出，演算され、その軌跡がデジタルデータ（
電子データ）として上記電子書籍端末Ｅに出力され、上記記憶手段ＭＣにも記憶される。
【００４４】
　さらに、入力体としてペン等の筆記用具を用いる場合も、第１実施形態と同様、まず、
上記光学式入力手段Ｓ２の下側（紙面裏側）あるいはフレーム１の枠内に、筆記用の用紙
を載置して固定する。ついで、検知領域内を走査（スキャン）しながら、この枠内から露
呈したタッチエリアＴの部分に、ペン等の筆記用具の先端を降ろすと、上記枠内を通る交
差状の光の一部が筆記用具の先端により遮断され、この遮断部分が上記触れ位置検出手段
の該当ＰＤ３により検知される。そして、上記書き込みと同時に、先端の軌跡（メモ等の
書き込み情報）が検出され、その軌跡がデジタルデータ（電子データ）として上記電子書
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【００４５】
　上記のような光学式入力手段Ｓ２を備える第２実施形態の電子書籍装置によれば、第１
実施形態の電子書籍装置と同様、その入力の際に、上記電子書籍端末ＥのディスプレイＤ
に傷をつけることがない。しかも、上記タッチエリアＴには電気的な接点がなく、耐久性
に優れるうえ、埃や汚れ等の影響も受けにくい。さらに、上記光学式入力手段Ｓ２は、発
光素子（光源）として発光ダイオード（ＬＥＤ）等を使用し、受光素子としてＣＣＤ，Ｃ
ＭＯＳ等のイメージセンサを用いる等、汎用的な部品を使用することができるため、構成
する光学部品の点数が少ないことと相俟って、電子書籍装置を安価に構成することが可能
になる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明の電子書籍装置は、電子書籍端末のディスプレイを傷つけることなく、この電子
書籍端末に、メモや付箋等の情報を入力することができる。
【符号の説明】
【００４７】
　１　フレーム
　Ｂ　ブックカバー
　Ｄ　ディスプレイ
　Ｅ　電子書籍端末
　Ｓ，Ｓ１，Ｓ２　光学式入力手段
　Ｔ　タッチエリア

【図１】 【図２】



(10) JP 2012-203577 A 2012.10.22

【図３】



(11) JP 2012-203577 A 2012.10.22

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｎ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６６Ａ          　　　　　

(72)発明者  二宮　明人
            大阪府茨木市下穂積１丁目１番２号　日東電工株式会社内
Ｆターム(参考) 5B068 AA22  BB18  CC13  CD06 
　　　　 　　  5B087 AA04  AA05  BC06  CC33  DD11  DD17 
　　　　 　　  5C006 AF52  BB11  BF01  BF39  BF45  EB01  FA52 
　　　　 　　  5C080 AA06  AA10  BB05  DD13  DD15  DD21  DD27  DD29  EE01  EE17 
　　　　 　　        FF03  GG01  GG07  JJ06  KK08 
　　　　 　　  5G435 AA06  DD10  EE49  FF03  GG21 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

